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Abstract

Nasal staphylococcal colonization was examined in 109 third - year medical students of Niigata
University prior to clinical practice. Staphylococcus spp were isolated from 101 of the 109 students
(92.7 %). Of those, S, aureuswas isolated in 44 (43.6 %) , and coagulase - negative staphylococci
(CNS) in 57 (56.4 %). Of the 44 S. aureus carriers, 24 were also CNS-positive. All S. aureus
isolates were susceptible to methicillin and vancomycin. In contrast, 21.1 % of the CNS was
resistant to methicillin, although some isolates with lower MICs were negative for mecA.All S.
aureus and CNS isolates were negative for Panton -Valentine leucocidin, which is associated with
community - acquired methicillin - resistant S. aureus ( MRSA). These data suggest that MRSA
as well as PVL - positive staphylococcal colonization is rare among medical students prior to clini -
cal practice, while colonization of MRCNS is already present in some students.
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図 1 医学科 3 年生 の鼻粘膜か ら分離された黄色 ブ ドウ球菌の薬剤感受性パ タ ー ン

A
,
オ キ サ シ リ ン感受性. 点線はオ キサ シリ ン耐性の ブ レ ー

ク ポイ ン ト (4 〃g/ m l) .

B
,
バ ン コ マ イ シ ン感受性 ･ 点線は バ ン コ マ イ シ ン 耐性の ブ レ ー

ク ポ イ ン ト ( 3 2 /1

g/ m l) .

は じ め に

米国 で は院内感染 による死亡者数 が年間 1 0 万

人に達する と言われて い る .
メ チ シ リ ン ･ セ フ ェ

ム 耐性 黄 色 ブ ドウ球 菌 ( m e th i cilli n - r e si st a n t

S ta p h yl o c o c c u s a u r e u s , M R S A) は その よう な院

内感染 の 主要な原因細菌で , 鼻粘膜や皮膚 に定着

して い て
,
手や 白衣ある い は聴診器などを介 して

感染 を拡大す る . 1 9 8 0 年代 に は M R S A 院内感染

がわが国を席巻,
"

M R S A パ ニ ッ ク
"

を引き起 こ

した
1)

. 現在でも M R S A は院内感染制御の 上 で対

峠 しなければなら ない 主要な研究標的の 一 つ であ

る .

し か し近年 M R S A を取り巻く状況 に大 き な変

化を認め る . M R S A 感染が院内で なく市中で 拡大

する例 が米国, ヨ
ー

ロ ッ パ , オ セ ア ニ ア で報 告さ

れ
, 壊死性肺炎で 小児 が死亡 した こ と もあ っ て ,

世界的に注 目されるよう に な っ た 2) 3) . 本菌は市

中感 染型 M R S A ( c o m m u ni ty
-

a c q u i r e d M R S A ,

C A - M R S A) と 呼ばれ
,
わが 国で も新潟 で 分離さ

れて い る 4) . 市中感染型 M R S A は, 院内感染型の

M R S A と は異なり, P a n t o n - V al e n ti n e ロ イ コ シ ジ

ン ( P V L) を産生 し, 可動性の メ チ シ リ ン耐性遺

伝子領域 S C C m e cI V をもつ 3) . 皮膚の 接触を介 し

て 運動選手間で感染が広 ま る こ ともある 3) . 本研

究で は
,
臨床実習前学生 の ブドウ球菌保有状況を

把握する ために
, 鼻粘膜 か ら ブ ドウ球菌を分離 し,

メ チ シ リ ン耐性率と P V L 陽性率を調査 した .

方 法

ボ ラ ン テ ィ ア学生 : 医学科 3 年生で , 細菌学実

習に参加 し, か つ 調査 に同意 した 1 0 9 名 ( 男子 8 5

名, 女子 2 4 名) であ っ た . ブ ドウ球菌の 検出 : 棉

棒を使 っ て 鼻粘膜検体を採取 マ ン ニ ッ ト食塩培

地 (栄研化学株式会社) と M S O 寒天培地 ( 日水

製薬株式会社) に塗布 して 3 7
o

C で
一 夜培養した .

必要な場合に はカ タ ラ
ー ゼ試験 を行 っ た . 薬剤感

受性 検査 : 薬剤 の 最 小発育阻止濃度 ( M I C) は

M u ell e r - H i n t o n 寒天培地を用い た寒天平板希釈

法 によ っ て測定 した 5) . 耐性の ブレ イ ク ポイ ン ト

は C I ,SI ( N C C IJ S) の 基準 に準じ た 5) . m e c A 遺

伝子 3) 4)
,
p v L 遺伝子 (1u k p v S F) の 検出

3) 4) : 既

知の P C R プ ライ マ ー を用 い て P C R 法で行 っ た .

結 果

学生 1 0 9 名のうち 1 0 1 名 (9 2 .7 % ) か ら ブドウ

球菌 が検 出された . 1 0 1 名 の うち
,
4 4 名 (4 3 .6 % )

か ら黄色 ブ ドウ球菌が検 出され, 残り 5 7 名 ( 5 6 .4
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図 2 医学科 3 年生の鼻粘膜から分離された C N S の 薬剤感受性 パ タ
ー

ン

A
,
オ キ サ シ リ ン感受性. 点線 はオ キサ シ リ ン耐性 の ブ レ

ー ク ポ イ ン ト (0 ･5 〃 g/ m l) ･

m e c A 遺伝子は P C R に よ っ て 検 札

B
,

バ ン コ マ イ シ ン感受性 . 点線 は バ ン コ マ イ シ ン耐性の ブ レ ー ク ポ イ ン ト (3 2 FL g

/ m l) .

c
,
M R C N S (図 2 A) の 多剤耐性 パ タ ー

ン . 抗菌薬 : M P I P C , オ キ サ シ リ ン ; P C G ,

ペ ニ シ リ ン G ; A B P C
,
ア ン ピ シ リ ン ; F O M

,
ホ ス ホ マ イ シ ン ; A r s

,
メ タ

亜 ヒ素酸ナ トリ ウ ム ; C d , 酢 酸カ ドミウ ム ; K M ,
カ ナ マ イ シ ン ; E M

,

エ リ

ス ロ マ イ シ ン ; C L D M ,
ク リ ン ダ マ イ シ ン ; C A Z

,
セ プ タ ジジ ム ; G M ,

ゲ ン

タ マ イ シ ン ; C F P M
,
セ フ ェ ピ ム

000
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% ) か ら は コ ア グ ラ
ー

ゼ陰性 ブ ドウ球菌 ( C N S)

が検 出 され た . な お
, 黄色 ブ ドウ球 菌陽性 者の

5 4 .5 % か ら も C N S が 同時に検 出され て い る . 検

出され た黄色 ブ ドウ球菌 は メ チ シ リ ン感 受性で ,

M R S A は検 出され なか っ た ( 図 1) . また
,
バ ン コ

マ イ シ ン耐性 も検 出されな か っ た ( 図 1) .

一

方, C N S (黄色 ブ ドウ球菌陰性老 の 菌株) の

場合 に は メ チ シ リ ン耐性 が 1 2 株 ( 2 1 .1 % ) で検

出さ れ , m e c A 遺伝子 の 保有 も オ キ サ シ リ ン の

M I C 値 が高 い株 ( > l 〟g/ m l) で確認された ( 図

2 A ) . な お
,
オキ サ シ リ ン の M I C 値 が 0 .5

〃 g / m l

で は m e c A 遺伝子が確認 されず, M I C I FL g/ m l で

は
一 部の 菌 で確認 されただけ であ っ た . こ の よう

な メ チ シ リ ン耐性 コ ア グ ラ ー ゼ 陰性 ブ ドウ球菌

( M R C N S) は 多 剤 耐 性 株 で , 高 度 耐 性 株

( M I C
_≧
2 5 8 〃g / m l) は最も多くの 薬剤 に耐性で

あ っ た ( 図 2 C) .
こ の 多剤耐性株は増殖 が悪く寒

天平板上で小さ な集落 しか 形成 しな か っ た .
バ ン

コ マ イ シ ン耐性は見 い だ されなか っ た (図 2 B) .

検査 し たすべ て の 菌株 は m 陰性 であ っ た .

考 察

数年 前 ま で の 検 査 で は 臨床 実 習前 の 学 生 に

M R S A が検出されて い た が, 今回の 検査 で は検出

されな か っ た . 学生を含む若年層での 感染が減少

傾 向にあ るの か も しれな い .

一

方, M R C N S の 感

染 は顕著で
,
し か も多剤耐性化が進 んで い た . 今

後の動 向に注意が必要で ある .

"

せ つ
"

などの膿

癌 と 関連す る市中感染型 M R S A あ る い は黄色ブ

ドウ球菌 がもつ P V L 3) は今 回の 調査 で は検 出さ

れ なか っ た .
P V L 陽性菌 は新潟 で も検出されて い

るが 3)
, 今回の結果か ら も P V L 陽性菌の 検出頻度

は非常に低 い こ と が推定される .
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